
令和６年度 事業報告 

 

 

Ⅰ 法人の概要 

 （１）建学の精神 

      『誠実・勤勉を心がけ、豊かな教養とより深い人間性の育成を目指す』 

 

 （２）設置する学校等 

      英真学園高等学校  全日制課程 普通科 

 

       【教育目標】 

          生徒一人ひとりの個性・人格を尊重した学習指導・生徒指導を本校教育の基本と

し、人権尊重の精神・ゆたかな心・創造的な知性をもち、自ら考え自らを律するこ

とのできる生き生きとした生徒を育てる。 

 

       【校訓】 

         ・立志  まず目的を立て、その目的を成し遂げようと決意すること。 

         ・自立  他との協調関係の中、他に頼らず独り立ちすること。 

         ・誠実  まごころをもって人に接し、事にあたること。 

         ・勤勉  事にあたっては、怠惰に流されず、一心にはげむこと。 

 

 （３）設置のコース（令和７年度） 

１年（令７年入学生） 特進コース マンガ・イラストコース 総合コース 

２年（令６年入学生） 文理特進コース 情報進学コース 総合進学コースⅠ類 総合進学コースⅡ類 

３年（令５年入学生） 文理特進コース 情報進学コース 総合進学コースⅠ類 総合進学コースⅡ類 

 

 （４）学費および生徒数等 

   ⅰ）学費 

受 験 料 入学金 授業料（年間） 

２０,０００円 ２００,０００円 ６３０,０００円 

 

   ⅱ）募集人員（令和７年度入試） 

募集人員 特進コース マンガ・イラストコース 総合コース 

３００ ３００ 

 

   ⅲ）入学者数（令和７年度） 

 

入学者数 特進コース マンガ・イラストコース 総合コース 

２８４ ３８ ４２ ２０４ 



   ⅳ）在籍者数（令和７年５月１日現在） 

学年 在籍計 特進 
マンガ・ 

イラスト 
総合 

１年 ２８４ ３８ ４２ ２０４ 

  文理特進 情報進学 総合進学Ⅰ類 総合進学Ⅱ類 

２年 １８６ ３１ ３３ ３４ ８８ 

３年 １９２ ２９ ３９ ３４ ９０ 

合計 ６６２     

 

 

 （５）役員の概要  役員の定数等（令和７年４月１日現在） 

 

      理事 ７名  一号理事  吉 田 進 彦  常 勤（校長） 

             二号理事  高 村 順 久  非常勤 

                   鄭   盛 旭  非常勤 

             三号理事  神 子 和 良  常 勤（理事長）＊代表権あり 

                   永 島 治 典  非常勤 

             四号理事  坪 田 浩 行  常 勤（常務理事）＊代表権あり 

                   吉 川 多賀子  非常勤 

      監事 ２名        大 西   暁  非常勤 

                   中 瀬 和 幸  非常勤 

 

 （６）評議員の概要  （令和７年４月１日現在 １６名） 

      一号評議員  教職員から互選された者       ３名（欠員１名） 

      二号評議員  卒業生の中から理事会で選任した者  ３名 

      三号評議員  学識経験者から理事会で選任した者  ４名 

      四号評議員  法人の理事             ５名 

      五号評議員  教頭                １名 

 

一号 宮 原 亮 平 三号 西 尾 喜美子 

一号 辻   聖 佳 三号 内 田 準 吉 

一号 小 林 千 弘 四号 吉 田 進 彦 

一号 欠 員 四号 神 子 和 良 

二号 笹 田 真由美 四号 永 島 治 典 

二号 古 谷 邦 恵 四号 坪 田 浩 行 

二号 工 藤 慶 子 四号 吉 川 多賀子 

三号 高 村 順 久 五号 坂 原 佳 京 

三号 鄭   盛 旭   

 



 

 （７）教職員の概要    各年度５月１日現在 

年 度 R３ R４ R５ R６ R７ 備   考 

（管理職）       

校 長 １ １ 1 １ １ H30～R3川坂昌裕 R4～吉田進彦 

副校長       

教 頭 ２ １ 1 １ １ H30～R3吉田進彦・坂原佳京 R4～坂原佳京 

事 務 長 １ １ 1 １ １ H28～坪田浩行 

（教育職員）       

常 勤 ５３ ５４ ４８ ４５ ４４ 
R07 教諭(３２) 養護教諭(２) 常勤講師(８) 

 産休代替(１) 教育相談(１) ＊校長、教頭を含まない 

非 常 勤 １８ １３ １０ １０ １１ R07 非常勤講師(９) 外国語実習助手(２)  

（事務職員）       

常 勤 ４ ４ ４ ４ ４ R07 事務長を含まない 

非 常 勤 ３ ３ ２ ３ ２  

非常勤用務員       

教職員計 ８２ ７７ ６７ ６５ ６４  

 

Ⅱ 教 育 

   中学卒業生徒の減少により、生徒募集担当教員をはじめ全教員の努力にもかかわらずに非常に厳

しい事実が本校を襲い、令和３年度入試から連続で募集人員を割り込んだ。特に令和６年度入学者

数は、２０３人と募集人数の約６７.６％となり、英真教育が中学生に十分浸透していないことがよ

り鮮明になった。 

   この様な状況下であったが、理事長が発信し続ける「個性や違いを認めて支え合う学園」「他人を

思いやる心豊かな学園」「毎日を肯定的に受け止め、創造力豊かな学園」を目指して、校長以下教職

員は、本校の教育目標の理念である『一人ひとりを大切に』に基づき、日々の教育活動に取り組み、

英真教育に一定の成果を上げたと評価できる。 

   令和７年度以降は、特進コース・総合コースの教育内容の見直し、新コース「マンガ・イラスト

コース」の設置で、新しい英真教育が花開くと期待が持てる。 

 １．コース再編および新コース設置 

   ①既存コースである「文理特進コース」は事業計画通り「特進コース」と名称を変更し２年次よ

り２コースのクラス編成に、「総合進学コース」は、「総合コース」と名称を変更し、２年次か

ら４コースのクラス編成にするための準備が進んだ。 

   ②新コース「マンガ・イラストコース」については、日本マンガ塾の指導のもとオープンスクー

ルを始めとした各種のイベントで、受験希望者に対する実地指導等が行われ、多数の希望者が

受講した。 

    この結果、募集人数を満たすに十分な希望者がいたが、令和７年度は令和８年以降に向けての

基礎固めの時期とするため、1クラス編成で始動することになった。 

    令和 6年度の事業計画に「新コースが英真学園高等学校の生徒募集に大きな起爆剤になると確

信するが、この１年が勝負の時となる。そのためには全教職員が一丸となって英知を集結しな



ければならない」と書いた。 

    教職員は、この言葉を胸に、マンガ・イラストコースのみならず、特進コース、総合コースの

教育内容の充実に向け、日々努力してきたと確信する。 

 ２．特待生規定の見直し 

   特待生規定に伴う奨学金支出がかなりのウェートを占める現在、学園の財政状況を考えると、特

待生規定が必要か否か難しい問題である。 

   このような状況の中、大阪府の授業料完全無償化、総合コース 2 年次からの「スポーツクラス」

の設置に伴い、現行の特待生規定では対応できない条項が出てきたので、特待生規定のうち、ス

ポーツ特待生について抜本的な見直をした。また、奨学生規定の見直しも行った。これにより、

関係クラブ顧問が生徒募集活動を行いやすくなったと考える。 

   なお、この特待生規定の見直しは、令和６年１１月１日の理事会および評議員会において承認さ

れた。 

 ３．ＩＣＴ化の環境整備 

   本校は他校に先駆けてＩＣＴ化に取り組んできた。しかし、教育職員がＩＣＴ教育に十分対応で

きていないと思える節が見受けられるのは事実である。 

   生徒全員が端末機を所持する今、ネットを介した学習支援ツールの活用が少し進んだのではない

かと考えられる。また、電子教科書に関するニュースが新聞に報じられる現在、システムの強化

を行うことにより、生徒の基礎学力向上とコミュニケーション能力が前進できると考える。 

 

 （参考）校長発信の令和６年年度目標および重点目標 

      【年度目標】 

        １）アジア諸国に興味関心を持つ 

           多様な文化・言語に触れる 

        ２）情報発信力を高め、協働的問題解決を図る力を養う 

           みずからの意見を表現・発信する力、意見を聴き理解する力を養う 

        ３）アジアの中の日本を考える 

           公共心や模範意識、人権への鋭い感受性と他者を尊重し、お互いを高め合う力

を養う 

        ４）主体的・対話的で深い学びの探求 

           学びへの興味と努力し続ける意思を喚起し、指導方法を不断に見直し改善する 

      【重点目標】  ◆意識を変える◆ 

        １）教職員自身の意識改革 

           ①締切・時間に対する意識 

           ②勤怠に関する意識 

           ③働き方改革に対する意識 

           ④学校からの指示に対する意識 

           ⑤予算（お金）に対する意識 

        ２）生徒に対する意識改革 

           ①人権に対する意識 

           ②転退学（教科の評価）に対する意識 



 ４．転学・退学者数について 

 

 

 

 

 

 ５．進路決定者数等について 

 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

大学・短期大学 １６５ １２６ １１５ ９７ 

専 門 学 校 等 ８０ ８３ ６０ ７５ 

進学者数 計 ２４５ ２０９ １７５ １７２ 

就職者数 計 ３３ ３５ ２７ ２２ 

浪     人 ６ ５ ５ １ 

未 決 定 者 ９８ １２ １０ ５ 

進路未決定率＊ 2.8% 4.6% 4.6% 2.5% 

        ＊進路未決定率は「進学者」「就職者」の合計を分母に未決定者数の割合を算出した。 

 

Ⅲ 施設設備 

   （１０万円以上の修理・修繕等）  合計 ￥３５,０３８,７４０－ 

   ＜本館関係＞  ¥３２,９６３,７００－ 

     ・高圧受電設備改修工事 ¥2,977,700- 

     ・ＥＶリニューアル工事 ¥25,887,169- 

     ・ＥＶリニューアル修繕工事 ¥2,712,831- 

     ・ＥＶ扉ラッピング修繕 ¥473,000- 

     ・ウォータクーラー（５台） ¥913,000- 

   ＜北館関係＞  ￥１,７００,６００－ 

     ・消防設備不備箇所修繕工事 ¥308,000- 

     ・屋内消火栓水槽取替工事 ¥550,000- 

     ・屋上漏水部防水補修工事 ¥842,600- 

   ＜その他＞    ￥３７４,４４０－ 

     ・地下道階段屋根塗装修繕 ¥374,440- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 学年 年度当初 年度末 転学 退学 転退率 

R０６ 

１年 ２０３ １８６ １２ ５ 8.4% 

２年 ２００ １９２ ６ ２ 4.0% 

３年 ２０１ ２００ ０ １ 0.5% 



Ⅳ 財務の概要 

                                                       （%) 

  2 年度 ３年度 ４年度 5 年度 6 年度 

教育活動収支差額比率 11.0 5.0 △0.8 △4.2 △9.1 

経常収支差額比率 11.0 5.0 △0.8 △4.2 △9.1 

事業活動収支差額比率 14.5 5.0 △0.8 △4.2 △9.1 

学生生徒等納付金比率 50.7 50.3 48.1 49.1 45.9 

寄付金比率 0.2 0.1 0.1 0.0 0.0 

補助金比率 45.0 47.2 49.2 48.0 51.1 

人件費比率 65.8 69.3 68.8 74.7 74.7 

教育研究経費比率 18.1 21.1 27.7 23.3 25.0 

管理経費比率 5.9 4.6 4.3 6.1 9.4 

借入金等利息比率 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

基本金組入率 0.0 0.0 7.5 0.0 0.0 

減価償却額比率 6.8 7.7 7.5 8.4 8.0 

人件費依存率 129.7 137.7 142.9 152.2 162.9 

基本金組入後収支比率 85.5 95.0 109.0 104.2 109.1 

 


